
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善の内容 

全車両、当該フレアナットを正規のトルクで締付ける。なお、ブレーキ液が漏れている場合は、

ブレーキ液量を点検し、不足していればブレーキ液を規定量まで補充する。 

 

 

識別：車枠の車台番号打刻部近傍に、黄色のシールを貼付する。 

ブレーキの配管において、ＡＢＳユニットにブレーキパイプを締結するフレアナットの締付

作業が不適切なため、当該ナットの締付トルクが不足しているものがある。そのため、そのま

まの状態で使用を続けると、最悪の場合、当該ナットが緩んでブレーキ液が漏れ、制動距離が

伸びるおそれがある。 

フレアナット 

基準不適合発生箇所 

改善箇所説明図 

フロントブレーキパイプ 

ABSユニット 

リヤブレーキパイプ 


